社会福祉法人野の草会　障害者支援施設　こもれびの里
令和７年度　第１回地域連携推進会議　議事録

１．開催日時　令和７年１１月２７日（木）１３：３０～１４：４５

２．開催場所　社会福祉法人野の草会こもれびの里　集会室

３．出席者　＜委員＞
入所利用者代表
利用者家族代表
民生・児童委員
基幹相談支援センター
氷見市福祉介護課　
＜法人＞
施設長
施設長代理
サービス管理責任者

４．内　　容
１）開会挨拶および委員の紹介
施設長より委員各位へ挨拶があり、併せて地域連携推進会議の趣旨について説明するとともに、出席委員の紹介が行われた。

２）議　　題
　　　施設長代理より、以下の事項について説明が行われた。
・こもれびの里の概要および利用者、職員の状況
・こもれびの里における苦情および事故の発生状況
・感染症発生時・自然災害発生時におけるこもれびの里の業務継続計画
・こもれびの里における防災関連の年間計画及び実施された避難訓練等の状況



３）質問・意見交換
【質問１】
業務継続計画（BCP）とは何かあった時に対応するためのものだと認識しており、みんなが知っているべきものだと思うが、どのように周知しているのか。
【回　答】
　　　　災害・感染症、どちらにおいても訓練を重ねることで周知を図っている。訓練しながら見直すべき点は見直し、その都度アップデートを行っている。

【質問２】
　　　　利用者に若年層がいないのは何か理由があるのか。
【回　答】
　　　　利用者の状況でも説明したとおり、サービス利用年数が２０年以上を超えている利用者が半数以上を占めている。利用開始時は２０代だった利用者も４０歳を超えるようになってきており、全体的に高齢化が進んでいる状態。また、親の高齢化などで本人の面倒を見られなくなって入所する場合も多いので、若い時に利用を希望される方が少ないのが現状である。

【質問３】
　　　　どの業界においても人手不足は深刻であるが、こもれびの里はどのような状況か。
【回　答】
こもれびの里も人手不足であることに変わりはない。特に介護保険業界は厳しく、利用者３人に対し職員１人という最低配置基準を確保するため苦労していると聞いているが、幸いこもれびの里は２対１までの配置基準を満たす職員数を確保はできている。今後については、利用者数が女性よりも男性のほうが圧倒的に多いこともあり、特に男性職員の確保が最重要課題だと考えている。

【質問４】
　　　　昨今よく取り上げられている８０５０問題だが、現在は在宅にいる人もゆくゆくは利用せざるを得ない方も出てくると思われる。それについてはどう考えているか
【回　答】
　　　　緊急の場合は定員の５％までは入所できるとされている。希望される方の状況に応じて対応していきたいと思っている。

【質問５】
　　　　氷見市内の特別養護老人ホームにて、支援学校からの実習を経て知的障害者の方が障害者雇用に結びついたケースがあると聞いた。こもれびの里では障害者雇用についてどう考えているか。
【回　答】
　　　　現在こもれびの里では、障害者の雇用率は満たしているので今のところ障害者雇用の増員は考えてはおらず、また当法人では就労継続支援B型事業も行っているため、そこの利用者との線引きが難しいが、業務内容がうまくマッチングできれば可能性がないわけではないと思う。

【質問６】
　　　　地域との関わりはどのようなものがあるのか。
【回　答】
　　　　地域の方にこもれびの里を知ってもらうことを目的としたこもれび祭を年一回開催している。その際、隣りにあるアソカ幼稚園や同法人のあさひの丘子ども園の園児にステージ発表してもらい、普段は施設内に入ることのない方々にも施設のことを感じてもらいたいと思っている。実際、そういう時にこもれびの里に来たことがあるという人が少しずつ見られるようになってきた。
　　　　また、氷見市中央ロータリークラブからの招待と受けて海岸清掃や長坂での田植えや稲刈りにも参加している。開所当初から誘っていただいており、利用者は地域の人との交流をとても楽しみにしている。
　　　　
【質問７】委員から利用者代表への質問
こもれびの里はどうですか。言いたいこととかないですか。
【回　答】利用者代表の回答
（こもれびの里に対して言いたいことは）何もない。こもれびの里での生活は充実している。

４）見　　学
　　　　サービス管理責任者より、委員各位に対して施設内の設備等について説明が行われ、委員からは利用者の生活状況に関する質問が寄せられた。
